
吉岡：私の場合は、最初は厚労省一筋
で臨んでいましたが、官庁訪問を進め
ていくうちに不安に思うこともあり、
他の省庁と迷った時もありました。そ
の時に、自分自身がやりたいことと厚
労省でできることの方向性が合ってい
るかどうか、当時の太田企画官にご相
談させていただいており、今でも本当
に感謝しています。どのような仕事
ができるのかということも、もちろ
ん重要ですが、どのような人と働け
るかという職場の雰囲気も重要だと
思います。これは官庁訪問の魅力で
もあるので官庁訪問もぜひ楽しんで
受けてほしいです。

太田：今こうして一緒に働けているの
も、その時の選択があったからですよ
ね。官庁訪問でのお話がお役に立てて
良かったです。

実際の官庁訪問の印象は？

大原：逆に皆さんの官庁訪問に対する
印象はどんな感じでしたか？

安齋：正直なところ、緊張しすぎてあ
まり記憶に残っていないです。ただ、
制度作りの最先端で働いている人と話
しながら、ひたすら考えて自分の意見
をブラッシュアップしていくのが楽し

かったですね。また、同じ部屋で待つ
受験者と話ができたのも良い刺激にな
りました。

吉岡：私の時は、面接というよりはコ
ミュニケーションといった感じの方が強
いな、という印象でした。逆にどういっ
たことが決め手になるのでしょうか？

太田：結局、職場の雰囲気にあってる
な、この人と一緒に働きたいな、みた
いなフィーリングが大きいですね。そ
れを知るためにもコミュニケーション
がちゃんと取れるか、というのは大事
ですね。

鵜川：私は民間企業の就活も一応して
たのですが、民間の場合はどちらかと
いうと面接官から一方的に質問される
印象が強いのに対して、官庁訪問は面
接官が自分の業務内容等を紹介しなが
らお互いに質問し合う、といった感じ
でした。そのため、常に身構えておく

必要も無く、素の自分を出しやすかっ
たです。

中井：よくある話ですけど、官庁訪
問ってとにかく拘束時間が長いですよ
ね。それから地方の方はわざわざ東京
に出ないといけないですし。その辺り
に不満はありませんでしたか。

鵜川：最近の薬系技官の官庁訪問は待
ち時間は大分短いと思います。ネット
上ではひたすら待たされるという話を
よく目にしますが、薬系はそんなこと
はなく、テンポよく面接が進んで、定
時くらいには帰れるかと思います。

吉岡：私の時はコロナの影響で、面接
はオンラインと対面の両方がありまし
た。対面だけであれば、交通費や時間
も膨大にかかるので、大変だったと思
います。現在の官庁訪問は、対面とオ
ンラインのどちらでも可能という方針
になったので、以前と比べると遠方の
方でも受けやすくなったと思います。

大原：官庁訪問のルールは人事院が各
省庁の意見を踏まえながら決めてい
て、毎年少しずつ変わっていくので一
概にどうとは言えないですが、より受
験者の方々の負担が減って、公務員を
目指しやすい環境になるといいです
ね。薬系の採用でも心がけたいと思い
ます。

官庁訪問で何を見てるの？

鵜川：薬系技官を志望している方に
とって、官庁訪問でどこを見られてい
るかはやっぱり気になる点かと思いま
すが、採用担当の方は受験者のどこを
見ているのでしょうか？

中井：なぜ厚労省に入りたいのかと
か、この政策についてどう思うとか、
色々聞くけど、知識量は全然見てない
ですね。当たり前ですけど政策につい
ては我々の方がずっと詳しいに決まっ
ていますし、無理して勉強して知識を
披露する必要は全く無いと思います。
それよりも、楽しく業務に取り組める
か、合う合わないは当然あると思うの
で、そこが大事かと思います。

太田：むしろ知識を持っていなくて
も、どんどん吸収できる人がいいです
よね。固定観念を持ってしまっている
人、なかなか人の話を受け入れられな
い人は難しいかもしれないです。国家
公務員は色んな人の意見を聞きながら
調整していくのが仕事なので、真摯に
人の話を聞けるということが大事かも
しれないですね。

中井：知識はあってもいいけど、付け
焼き刃的な知識だけでは、結局ぼろが
出るからね。

大原：それよりもその人がずっと培っ
てきたもの、大学で何をやってきたの
かもそうですけど、そういった点を重
視しますよね。蓄積されたものはその
人の人柄にも表れるかと思います。

太田：飾らずにありのままの自分を出
してほしいです。

大原：どうすれば自分を出してくれる
かなと思いながら、色々話を振りま
す。あとは一日の最初と最後で違いが
あるか、面接を繰り返す中でどう変
わったかみたいなところは見ますね。

吉岡：官庁訪問の中でどれだけ成長す
るかも見られているという話は聞いた
ことあります！

安齋：厚労省が第１希望かどうかで差
をつけることってありますか？官庁訪
問ではだいたい３つの省庁に回れるの
で、複数の省庁を回る人が多いです
が、その点はいかがでしょうか？

中井：第１希望かどうかで評価に差を
つけたことは無いですね。それが入省
後の働き方や人事に影響することも全
く無いです。むしろ厚労省１本に絞る
必要は無くて、機会があるなら他の職
種や省庁も見て回ってもらった方がい
い経験になると思います。それで最終
的に、自分のやりたいことと照らし合
わせて、厚労省を選んでもらえればい
いなと思います。

鵜川：他にどこの省庁を見ているかは
官庁訪問でよく聞かれる気がします。

大原：それは話題作り的な部分ももち
ろんありますけど、あなたの中で何が
軸になってそれらの省庁を併願してい
るんですか、ということが気になって
聞くことが多いです。理系の学生さん
ですと、だいたい似たような組み合わ
せの省庁を回っている方が多いです
が、それでも志望理由やバックグラウ
ンドなんかで違いが出てくるので、面
白いですね。

太田：それは非常に参考になります
ね。またその人が複数の省庁で迷って
いる場合は、迷っている理由をきっか
けに、本当にやりたいことを掘り下げ
ることもあります。迷っているなら
迷っていると素直に言ってもらった方
がいいですね。もちろん最終的には決
めて欲しいですけど、迷っているから
悪い評価をつける、ということは全く
無いですし、無理して「第１志望で
す。」なんて言うのもお互いに得しな
いですから。皆さんは他の省庁と迷っ
ていましたか？何が決め手で厚労省を
選んだのでしょうか？

官庁訪問においてほぼ必ず行われるのが、実
際に働いている職員との面接になります。受
験者の皆さんが実務に触れる貴重な機会でも
あるので、ここで厚労省に対する印象や情報
をアップデートする人も多いです。

・採用パンフレットを隅から隅まで読み込んだ。
・各種説明会、OBOG訪問で情報を収集した。
・面接で得た知識を使ってグループディスカッション
　にて解決案を模索した。

官庁訪問では何をする？ どんな対策をした？
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医薬局
医薬品審査管理課 課長

中井 清人

平成２年入省。研究振興業務やPMDAでの審査担当などを
経て、平成22年より薬系人事を担当。その後は保険局で
診療報酬改定や国立がん研究センターなどの勤務を経て、
令和５年より現職。

N A K A I  K i y o h i t o

医薬局
総務課 薬局・販売制度企画室長

大原 拓

平成14年入省。医薬品の審査や食品監視・基準策定業務
等に携わり、その後、外務省（在インドネシア日本国大使
館）への出向や医療機器審査管理課等を経て、令和３年よ
り現職、薬系人事を担当。

O H H A R A  T a k u

医薬局
総務課 薬事企画官

太田 美紀

平成13年入省。化学物質の安全対策、食品の器具容器包
装の基準策定等に携わり、その後、PMDA、人事院への出
向、医薬安全対策課を経て、令和元年より薬系人事を担
当。令和３年より現職。

O T A  M i k i

ズバリ若手が聞いてみた！

先輩若手  本音トーク

c o l umn

薬系技官を志望していた頃、気になっていたことや実際に働き始めて感じ
たことなど、若手と先輩とで本音を語り合いました。

薬系技官座談会　
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手のうちから出張とか講演とか、外に
行く経験を積んでほしいですね。やっ
ぱり現場を見ると、デスクワークでは
得られないものに触れられますし、色
んな人との交流もできますから。

安齋：私もこの前実地研修に行きまし
たが、普段の業務では会うことのない
全然違う分野の方と触れ合えたのが楽
しかったです。

吉岡：最近は良くも悪くもオンライン
で完結してしまうことが増えてしまっ
ていますが、対面でのやりとりの中で
生まれる信頼関係もあると思います。
デジタル技術が進んだ中でも、人と人
との交流や経験を大事にして、日々成
長していきたいです。

厚労省でずっと働いていくために
大切なこと

吉岡：若手の時に想像していたキャリ
アパスと、実際のご自身のキャリアパ
スを比較してみて異なっていた点はあ
るでしょうか？

大原：難しい質問ですね。結局は人事
がどう思って、どう上げていくかとい
う話になるので、自分でこうありたい
と強くこだわるものでもないです。毎
年意向調査をやってますが、私は色ん
な部署を経験したいと出してます。

太田：私自身も、入省した時はあんま
り具体的に何をやりたいとかは考えず
に入って、でもその時々の部署の仕事
が楽しくて働いていたらここまで来て
いました。今でも私は明確にこれとい
うのはあんまり持ってないです。

中井：結局、色んな仕事に楽しそうに
取り組める人が、どこの部署に行って

も活躍していると思います。逆に今の若
手の皆さんは、明確にキャリアパスを思
い描いて厚労省を目指したんですか？

安齋：裁量の大きな仕事をしたい、出
向もしつつそのために必要な知識や経
験を付けたいと思っていました。自分
の上司が仕事をさばく姿に憧れを覚え、
入省後もその気持ちは強くなっていま
す。ただ、具体的にこの分野の仕事が
したい！みたいな気持ちは薄いです。

鵜川：官庁訪問のときは何をやりたい
とかはある程度考えてはいましたが、
入省してから色んな案件に触れている
うちに、前より幅広い業務に興味を持
ち始めてきて、どこでもいいかなとい
う気持ちが芽生えてきてます。

吉岡：私もどこの課に異動してもその
課の面白さがあるのではと思っており、
明確な希望を持ってはいないですね。
でも最近は明確な希望がある方が良い
のかな、と考えたりしており、最近の
悩みでもあります。キャリアパスを進
めるうちに明確な希望を持って順番に
それを進めていくという方が良いので
しょうか？

太田：皆さん同じ悩みはあると思います。
結局、どんな仕事もやってみると楽しい
ので、事務作業として済ませずに、全力
で取り組んでもらいたいと思います。

安齋：今後、厚労省で長く働き続けて

いくために大切なことって何ですか？

中井：やっぱりプライベートを充実さ
せることだと思います。しっかり休暇
をとってオンオフのメリハリを付ける
のは重要です。若手の皆さんはちゃん
と休みは取れてますか。

鵜川：上司もすごく働きかけてくれて、
休んだ分の仕事のフォローもしてくれ
るので、月一で必ずマンスリー休暇は
取ってます。

大原：昔と比べて随分休みが取りやす
い環境になったと思います。男性も育
休を取得する人が増えてきましたし、
時短勤務などもできるようになってき
ています。

安齋：ありがとうございます。私も仕
事と休みのオンオフを付けつつ、これ
からも厚労省で頑張って働きたいと思
います。

薬系技官を目指す方へのメッセージ

薬系技官に少しでも興味を持っていた
だけたでしょうか？
薬系技官の業務は多岐にわたり、どん
なバックグラウンドの人でも活躍でき
ます！
是非一度説明会にお越しください！
「生きる」を支える、そんな仕事を一緒
にしてみませんか？

実際に働き始めた感想は？

中井：厚労省に入省してみていかがで
すか？

安齋：先ほども人の話を聞くのが大事
という話がありましたが、国の役割は、
自分たちがやりたい政策ではなく、業
界からの要望であったり、都道府県や
自治体からの要望であったり、それか
らもちろん国民からの要望であったり、
色んな要望を聞きつつ、それぞれに対
してちゃんと説明できるような政策を
作ることだと思います。日々の業務の
中で、それはすごく大変な一方、やり
がいのあることだと実感しています。
私はまだ１年目の係員なので全然です
が、そういった政策を作れる人、政策
についてちゃんと説明をできる人にな
りたいというのは常に思っています。
最終的に自分たちの業務の成果が、条
文や通知というものとして国民の皆様
に届くので、夢があると思います。

鵜川：とにかく業務の幅が広いと思い
ます。私は今医薬局の企画法令係とし
て、局内外の調整やとりまとめを主な
業務としておりますが、毎日大量の案
件が局内で動いているのを目の当たり
にしているので、一口に薬系技官といっ
ても、薬に留まらず色んな業務に携わ
ることになるのだなと日々感じていま
す。また、私自身は各案件を直接担当
することはほぼないのですが、担当と
して色んな方と対峙して進めていくと
いうのは面白そうだと思っています。

吉岡：幅が広いというのは本当にその
通りだと思います。私は６年制薬学部
を卒業して、薬剤師がより活躍できる

環境にしたいという思いで薬剤師施策に
携わりたく厚労省に入省したのですが、
１年目の配属先は監視指導・麻薬対策
課で、監視指導行政に携わり、GMP 省
令や QMS 省令等を勉強することにな
りました。学生の時には想像もしてい
なかったマニアックな分野でしたが、
経験を増やすごとに面白さも増し、厚
労省でこそ成し遂げられる業務だと実
感しました。３年目には、大臣官房国
際課に異動し、国際関係の業務に関わっ
ているのですが、国際会議や交渉の場
に立ち会うことができ、日本代表とし
ての発言に関わることができています。
このような業務は、厚労省でしかでき
ない業務であることを凄く実感してい
ますし、規模の大きい業務ではありま
すが、楽しみながら働いています。

大原：吉岡さんはちょうど今年度が初
めての異動でしたね。公務員ってだい
たい２～３年で異動することが多いで
すが、それについては皆さんどう思い
ますか？

中井：数十年厚労省にいるとだんだん
慣れてきますね。専門性を高めるとい
う意味では海外のように１つの部署に
５年、10年いた方がいいのかもしれま
せんけど。

太田：確かに政策というのは１年くら

いでできるようなものではないですか
ら、自分が手掛けてきたものを、途中
で手放さなくてはならないこともあり
ます。そういう意味ではもう少し長く
てもいいかなと思うことはあります。
ただ一方で、頻繁に異動するというこ
とは、それはそれでメリットはあって、
色々と経験してきたからこその視点を
仕事に活かせるのは、この仕事の特徴
だと思います。

中井：薬系技官の場合は、医薬品、医
療機器とか、食品など、ある程度は関
連した仕事に従事することになるので、
以前の経験を活かす機会は多いかもし
れないですね。専門性も高まってくる
と思います。

吉岡：私はまだ１度しか異動を経験し
ていないですが、その感覚が少しわか
ります。全く異なる業務かと思ってい
ましたが、以前の業務内容に関する知
識を使う場面や、以前の業務内容と連
携している部分があるため、薬系技官
の魅力は異動を重ねて専門性を高めて
いけるということもあるのではないか
と思います。全く関係ないと思ってい
ても、少しずつ繋がりが見えてくるこ
ともあり、そこに新しい発見と面白さ
がある気がします。

鵜川：複数の部署にまたがるような案
件に取り組むときも、色んな部署を経
験したことがある方の存在がとても頼
りになると思います。縦割り行政と言
われたりもしますが、横の連携が重要
視されている中で、人脈が広い方、色
んな知見を身に付けている方がいると、
スムーズに連携が取れる気がします。

中井：経験を積むという意味では、若

医薬局
総務課 係員

鵜川 佑太

令和４年入省。医薬局総務課の企画法令係として、局内外
の調整を主な業務として行っている。

U K A W A  Y u t a

大臣官房
国際課国際労働・協力室 主査

吉岡 希恵

令和３年入省。入省時は監視指導・麻薬対策課に配属さ
れ、GMP/QMSを担当。令和５年に大臣官房国際課に異
動し、WTOや経済連携協定等に係る省内外の調整を主に
行っている。

Y O S H I O K A  K i e

医薬局
監視指導・麻薬対策課　係員

安齋 真弥

令和５年入省。監視指導・麻薬対策課でGMP/QMSの担
当として、医薬品・医療機器等の品質確保対策を行って
いる。

A N Z A I  M a y a若手に聞く！
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